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22例 の複雑性尿路感染症に対 して,1日2.09のSulbactam/Cefoperazone(SBT/CPZ)を,

5日 間,分2(各500ml溶 解,所 要約60分)で 点滴静注した結果を報告する。

UTI基 準上,著 効13例,有 効6例,そ して無効の3例 を呈し,総 合有効率は86%を 得た。膿尿に

対する効果は,正 常化の15例,改 善の4例,そ して不変の3例 であり,細 菌尿に対する効果は,消 失

の18例,交 代の2例,そ して不変の2例 であった。同定 した24菌 株中,E.coliの14株 は 全て消失 し,

他のグラム陰性桿菌の10株 でも,K.pneumoniaeとC.freundiiの 各1株 が残存 したにすぎない。

交代出現したのは,P.aeruginosaとS.epidermidisの 各1株 であった。

E.coliで は明らかに,ま た他の菌種でもほぼ次の様な傾向が見られた。

(1)β-lactamaseの 定性反応で低い活性を呈する細菌15株 では,CPZ単 独 でのMICが 全 て3 .12

μg/ml以 下であった。

(2)高β-lactamase活1生 を呈 した細菌9株 におけるCPZ単 独 のMICとSBTとCPZ混 合 のMIC

を比較すると,SBTと の混合によって低下したものは2株 であった。

(3)菌種 によって差があるものの,高 β-lactamase活 性 を示す細菌の感染症におけるSBT/CPZの

臨床効果が低い。

臨床検査値の異常としては,投 与後にGPTの 微増 したものか3例,貧 血が1例 そして好酸球増多

か1例 に見られた。

β-lactamaseの阻害剤であるSulbactam(SBT)とCe-

foperazone(CPZ)と の合剤(重 量比1:1 ,SBT/CPZと

略す)を 複雑性尿路感染症に投与した結果を報告する。

対象と方法

1981年10月から1982年3月 までに,大 阪労災病院泌尿

器科にて,本 剤を使用 した症例は22例 であった。その内

訳は男子15名,女 子7名 であ り年齢分布は20歳 から80歳

までで,平 均年齢は50 .0歳 である(Table 1)。症例1か

ら症例21までは単独感染症であり,複 数の菌種を同定し

たのは症例22だ けであった
。

投与方法は,1日2.0gのSBT/CPZを5日 間,分

2で 点滴静注した。各々,500mlの 補 液に溶解 して約

60分を要した
。効果判定は,い ずれも投与開始から6日

目にUTI判 定基準により施行 した
。尿中細菌の同定,

ならびにディスクによる感受性試験は当院の細菌検査室

で実施し,分 離菌のMICの 測 定は順天堂大学臨床病理

学教室および細菌学教室で施行された。投与開始前の皮

内反応で陽性を呈したために本剤を投与しなかった症例

は1例 もなかった。

成 績

22例 中,投 与前に37℃ 以上の発熱を呈していた10例 は

全例に解熱を認め,他 方,下 部尿路感染症 を疑った12例

も自覚症状の消失または改善 を認めた。

2餅列に対する本剤の効果は,UTI基 準上,著 効13例,

有効6例,そ して無効3例 であり,総 合有効率は86%で

あ った(Table 1,2)。

膿尿に対する効果は正常化15例,改 善4例,そ して不

変3例 であり,他 方,細 菌尿に対する効果は,消 失18例,

交代2例,そ して不変2例 であった(Table 3)。 わ ず

か22例 の対象ではあったが,24菌 株中22菌 株(約92%)

が消失 した(Table4)。 菌種別にみるとE.coliの14

株は全て消失し,他 のグラム陰性桿菌の10株 でもK.p-
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Table 1 Clinical summary of complicated U.T. I. treated with SBT/CPZ
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Table 2 Overall clinical efficacy of SBT/CPZ classified by type of infection.

Criteria for Clinical Evaluation in Complicated U. T. I.

Table 3 Overall clinical efficacy of SBT/CPZ in complicated U. T. I.

5 days treatment Criteria for Clinical Evaluation in Complicated U. T. I.

Table 4 Bacteriological respons to SBT/CPZ in complicated U. T. I.
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neumoniaeとC.freundiiの 各1株 が 残 存 した に す ぎ

な い 。 なお 交代 して 出現 した菌 種 はP.aeruginoseと

Seがdermidisの 各1株 だ け で あ った。

以 上24菌 株 の細 菌 学 的検 索 結果 をTable5に 示 し た。

台糖 フ ァ イザ ー社(株)に お け る β-lactamaseに 関 す る

検 討 で,(1)Penicillin Gを 基 質 として,Penicilloate

産 生 に基 づ くpHの 変化 お よび(2)発 色Cepharospo-

rinを 基 質 と した発 色 の度 合 か ら,と もに高 度(H),中

等 度(M),お よび低 度(L)の β-lactamase活 性 と し

て報 告 を受 け た 。(2)の 発色Cepharosporin法 では,大

部 分 が 高度(H)を 呈 す るため,β-lactamase活 性の指

標 と して は,以 後(1)Penicilloate産 生 法 の結 果 を用 い

る こ と と した 。 β-lactamase活 性 定性 試験 結 果 と106

cells/mlに おけ るCPZ単 独 のMICと の 関連 をみる と,

(L)を 呈 したE.coliの11株 では 全 て0.39μg/ml以 下 を

呈 したの に 対 して,(M)の1株 は1.56μg/m1を,(H)

の2株 では6.25μg/ml以 上 を呈 した 。 しか し,(H),

(M)を 示 したE.coliのMICは,106接 種 ではSBT

Table 5 Susceptiblity (1), MIC (pg/ml) of isolated species before SBT/CPZ treatment

* ƒÀ-lactamase productivity ** MIC: Total quantity of SBT and CPZ

1 PCG acidmetry disk

2 Chromogenic cephalosporin disk

H : High fl-lactamase productivity

M: Moderate ri

L Low n
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の混合によって低下する傾向はみられなかった。他のグ

ラム陰1生桿菌も含めてみると,Ecoliの みの場合ほど

明らかではないが,ほ ぼ次の様な傾向が読みとれる。す

なわち,(1)(L)を 呈する場合のMICは,(M),(H)

を呈す場合よりもCPZ単 独 でのMICが 低 い,(2)(M),

(H)を 呈する場合ではSBT/CPZとCPZ単 独 との間

にMIC値 に大差はみられなかった,(3)菌 種によって差

はあるが(H),(M)を 呈 する菌種による感染の方が

(L)よ りも臨床効果力砥 い,な どを指摘することができ

る。なお,同 時に測定されたCFXに おけるMIC値

(Table 5)と 当院検査室におけるCFXの デ ィスクテ

スト(Table 6)と を比較すると,第17菌 株(K.pneu-

moniae)を 除いて,22菌 株で一致 した結果を得た。

副作用のうち,自 覚症状は皆無であったのに対して,

transaminase力 轍 増した症例が3例(第4,18お よび

21例),投 与前3%で あった好酸球が20%に 上昇した1

例(第8例),お よび投与前に赤血球数377×104/mm3,

血色素12.59/dl,ヘ マ トクリット35.4%で あったもの

が投与後に各々295×104/mm3,9.99/dl,27.6%に

下降 した1例(第6例),合 計5例 を認めた(Table1,7)。

これらは明らかに副作用であるとは断定し難いが,そ の

後の再検索では旧に復していた。

考 察

以上22例 の治験で,本 剤による総合有効率1)2)が86%

の高値を得たことは脊損膀胱(6症 例)の 占める割合が

低いこと,複 合感染がわずかに1例 であったことか原因

と考えられる。即ち,脊 損膀胱の6例 の内訳は,有効1,

有効2,そ して無効3例 であ り,そ の総合有効率は50%

に低下する。短期間の治験であったために対象例が少数

となり,偏 りがあったと考えられる。

CPZは,い わゆる第3世 代のセフェム系薬剤のひと

つとして,細 菌性の β-1actamaseの 作用 を受け難い特

色をもった薬剤であり,今 回の分離菌24株 でもCPZ単

独 のMICが50μg/ml以 上(106接 種)の 菌はみられ

ず,β-1actamase阻 害 剤併用の意義は現時点において

は少ないと考えられるが,高 β-lactamase活 性 を呈 し

た細菌におけるCPZ単 独MICが 低 活1生(L)を 呈 した

それよりも高い傾向を呈したこと,お よび(H)を 呈 し

Table 6 Susceptibility(2), Disk test of isolated species before SBT/CPZ treatment
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た細菌でSBT混 合によってMICが 低下する傾向が微か

であったこと,あ るいは感染細菌が(L)を 呈 した症例

の15例 は全て有効の臨床効果を得たのに対 して,無 効症

例の感染細菌が全て(H)で あったことなどが特筆すべ

き事項である。
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Twenty two patients with complicated urinary tract infections were administered Sulbactam/Cefoperazone
at a daily dose of 2.0g by intravenous drip infusion for five days , and following results were obtained.

Clinical results were excellent in 13, moderate in 6 and poor in 3. The overall effectiveness rate was 86%.
In bacteriological results, elimination of organisms was found in 18, unchange in 2 and replacement in 2 cases.

Following the treatment, slight increases in serum transaminase in 3 , slight anemia in 1 and eosinohilia in 1
case were observed.


